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【目的】
動脈硬化は心血管疾患を含む重篤な賦器障害を惹起するo高齢化の進展に伴
い、その予防・早期発見・治痕は切実な問題となっているo新しい動脈硬化指
標 A正誓 (AI・lこeI`ial P1・eSSUエ・e volume lndeX) ` AVI (AI・terial Velocity 畫蕗帆Se lI1くこic實ラ畫i量) は

従来の動脈硬化検査法に比べ、より簡便かつ非侵襲的な測定が可能である。一
方でその有効性に関するエピデンスの蓄積は十分でない。これまでに報告のな
かったー般建常者におけるAH・鮎齟と冠動脈疾患発症リスクとの関連を検討
しフ'こo
【方法】
本研究に協カの得 られた病院併設律諺機関 において、 叩14年4月 か ら2O1ごラ年3
月に佳康諺断を受諺し、本研究ヘの参加に書面での同意が得られた者を対象と
L坊砧AH・从麻測定は志成デー夕ム社のA功託噌叩を用い、安静・座位にて
片側上腕より行ったo自記入式謂査票による既往歴・服薬歴および喫煙歴謂査
に加え、血圧測定、矼几コレステロール・総コレステロールを含む血液検査
を行い、研究のアウトカムである冠動脈疾患発症リスクとしてフラ塞ンガムリ
スクスコアを算出したo統計解析手法はAHハ从几とのピアソンの積率相関係
数を用櫑蕗ブこD

【結果】
対象者は524O名 (男性2卿名/女性22S3名、 4S.3±S.5歳) であっ た,ュ フ ラ ミミ ン
カ"ム リ ス ク ス コ アS点時 (平増 API24.5、 平増 AVI1S.4) か ら 1S点時 (平増 API
蘊船、平増左硼鳳鋼塞ムA珀・从nいずれに対しても、フラ董ンガムリスク
スコアは単詔増加していたoピアソンの積率相関係数については、男性におい
てフラミンガムリスクスコアはAHO鴬鰹累p叩川)地岬I帖訓鮑,辟虹m)
とそれぞれ正の相関を示し、女性においてもA円G訓凶巫t赫mけ-A内(声
住璋バ切川)とそれぞれ正の相関を示した。
【結論】
ュ鯉心A帆とフラミンガムリスクスコアによる冠動脈疾患発症リスクに正の相
関を認めたoフラミンガムリスクスコアはm年間での冠動脈疾患発症リスクを
蓋け篭とから、この関連は鯉沁A帆の臨床的妥当性を支持するものと言え
る。今後対象集団を迫跡し、アウトカム発生を含めた縦断的評価により指標宥
効性の程度を確かめたいo `
なお、本研究の実施にあたり、志成デー夕ム社より機器の無債貸与を受けたo
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本研究ヘの参加I二書面での同意が得られた者を対象とした。
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Fisure 2. フラミンガムリスクスコアとAPI・AVIの男女別棺関関係
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男性・女性のいずれIこおいても、 API ・A\ノIとフラミンガムリスク、壺くコ
アIこよる冠動脈疾患発症リスクIこ正のネ目関を認めた。 フうミン、カ ノ二丶リ
スクスコアはIO年間での冠動脈疾患発症リスタを示すことか蕗ユ丶 丶ー
の関連はAPI・AVIの動脈石吏化指才票としての臨床的妥当性を示唆章`
るものと言える。 今後対象集団をi邑跡し、 アウトカム発生を′含めたI縦
断的言平価Iこより、 才旨キ票有劫†生の手呈度を確カ丶めたし丶、、

本研究の実施|二あ7牢二り、 忠成デーータム子士より機器(7)無措性貸 痺遷 ′櫑丶蔓'
けす二.、
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